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江
東
区
東
陽
に
あ
る
当
事
務
所
の
公
務

員
宿
舎
で
は
、
日
本
複
合
床
板
工
業
会
が
、

国
産
材
１
０
０
％
の
基
材
を
使
っ
た
複
合

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
開
発
に
向
け
、
林
野
庁

協
力
の
下
、
試
験
施
工
し
た
の
で
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

木
造
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
床
材
の

多
く
を
占
め
る
複
合
床
板
（
合
板
等
の
基

材
に
ツ
キ
板
等
で
化
粧
し
た
フ
ロ
ア
材
）

に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
材
の
多
く
が
南
洋

材
合
板
で
あ
り
、
国
産
材
合
板
等
の
原
料

転
換
が
製
造
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ス
ギ
等
が
持
つ
「
柔
ら
か

い
」
「
節
が
あ
る
」
と
い
っ
た
特
性
か
ら
、

表
面
性
や
耐
傷
性
等
に
課
題
が
あ
り
、
一

部
を
除
き
、
製
品
化
に
は
至
っ
て
い
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
で
は
国
産

材
の
利
用
が
進
ん
で
き
て
お
り
、
環
境

面
か
ら
も
床
材
の
国
産
材
志
向
が
あ
り

ま
す
が
、
ク
レ
ー
ム
の
多
い
部
材
で
あ

り
、
使
用
実
績
が
な
い
国
産
材
複
合
床

板
の
採
用
に
つ
い
て
は
慎
重
な
の
が
現

状
で
す
。

今
回
は
基
材
と
な
る
合
板
部
が
、
そ

れ
ぞ
れ
全
層
ス
ギ
（
国
産
材
１
０
０
％

５
プ
ラ
イ
）
１
種
、
表
裏
南
洋
材
単
板
・

中
芯
ス
ギ
（
５
プ
ラ
イ
）
が
単
板
厚
別

に
２
種
、
表
裏
南
洋
材
単
板
・
中
芯
ス

ギ
（
７
プ
ラ
イ
）
１
種
の
計
４
種
類
を

使
用
し
ま
し
た
。

施
工
段
階
で
は
、
表
裏

に
ス
ギ
を
採
用
し
た
試
作

品
で
は
一
部
で
す
が
ス
ギ

特
有
の
「
節
・
杢
目
」
が

浮
き
出
る
と
い
っ
た
結
果

が
出
て
い
ま
す
が
、
施
工

後
は
定
期
的
（
冬
場
の
乾

燥
を
経
た
毎
春
等
）
に
経

年
変
化
等
を
観
察
し
て
い

き
ま
す
。

昨
年
12
月
に
は
、
皆
川

林
野
庁
長
官
が
同
宿
舎
の

視
察
に
訪
れ
、
日
本
複
合

床
板
工
業
会
会
長
か
ら
説

明
を
受
け
、
「
こ
の
分
野

へ
の
期
待
は
大
き
い
。
国

産
材
の
利
用
拡
大
に
向
け
、

今
後
と
も
製
品
開
発
に
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
」

と
期
待
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。
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表裏南洋材単板・中芯スギ（５プライ）

表裏南洋材単板・中芯スギ（７プライ）

全層スギ（５プライ）

表裏南洋材単板・中芯スギ（５プライ）試験施工

林野庁長官視察 皆川林野庁長官（左から三人
目）、安藤東京事務所長（左から二人目）

床材構成断面



赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
毎
月
、
第

一
土
・
日
曜
日
を
「
赤
谷
の
日
」
と
名
付

け
、
赤
谷
の
森
に
あ
る
「
い
き
も
の
村
」

を
活
動
拠
点
と
し
て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
呼

ば
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
は
、
「
よ
り
地
域
と
つ
な
が

ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
の
活
動
の
一
つ

と
し
て
、
ヤ
マ
ビ
ル
の
被
害
軽
減
の
た
め

の
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

ヤ
マ
ビ
ル
は
、
晴
天
時
に
は
落
葉
の
下

な
ど
に
潜
伏
し
、
ヒ
ト
を
始
め
と
す
る
動

物
が
接
近
す
る
と
、
表
に
出
て
き
て
取
り

付
き
吸
血
す
る
や
っ
か
い
な
生
物
で
、
振

動
や
熱
、
二
酸
化
炭
素
に
よ
っ
て
動
物
の

接
近
を
感
知
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

実
験
で
は
、
落
ち
葉
を
放
置
し
た
区
域

と
除
去
し
た
区
域
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
に
数
名
が
５
分
間
足
踏
み
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
長
靴
に
近
づ
い
て
き
た
ヤ

マ
ビ
ル
の
数
を
数
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
落
ち
葉
を
除
去
し
た
場
所

の
方
が
、
生
息
数
が
少
な
い
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
た
め
、
こ
の
成
果
を
活
か
す

活
動
と
し
て
、
12
月
５
日
（
日
）
、
い
き

も
の
村
内
と
付
近
の
散
策
路
で
落
ち
葉
掃

き
を
サ
ポ
ー
タ
ー
を
始
め
と
す
る
関
係
者

21
名
で
行
い
ま
し
た
。

ヤ
マ
ビ
ル
の
活
動
は
、
冬
期
は
一
旦
落

ち
着
き
ま
す
の
で
、
今
す
ぐ
に
取
組
の
効

果
が
現
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

春
に
は
、
今
回
の
取
組
に
よ
っ
て
ヤ
マ
ビ

ル
の
生
息
数
が
減
少
し
、
被
害
が
軽

減
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
持
続
的
な
地
域
づ

く
り
と
い
う
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

目
的
達
成
に
向
け
、
地
域
の
方
々
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
取
組
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
生
物

多
様
性
の
復
元
と
持
続
的
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
上
で
、
７
つ
の
分
野

で
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
（
以
下
「
Ｗ

Ｇ
」
と
し
ま
す
。
）
を
設
置
し
、
様
々
な

調
査
や
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

の
一
つ
に
、
こ
れ
か
ら
の
環
境
保
全
活
動

を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
や
指
導
者
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
環
境
教
育

Ｗ
Ｇ
が
あ
り
ま
す
。

12
月
21
日
（
火
）
、
赤
谷
の
森
の
小
出

俣
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
座
長
で
あ
る
（
財
）

日
本
自
然
保
護
協
会
常
勤
理
事
の
横
山
隆

一
氏
を
は
じ
め
と
す
る
Ｗ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
８

名
に
よ
る
、
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

の
た
め
の
現
地
検
討
会
を
行
い
ま
し
た
。

小
出
俣
エ
リ
ア
は
、
自
然
林
や
人
工
林
、

二
次
林
、
渓
畔
林
な
ど
様
々
な
森
林
の
様

子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
人
工
林

か
ら
自
然
林
に
戻
す
た
め
の
試
験
地
や
炭

窯
の
跡
な
ど
、
環
境
教
育
の
研
究
・
実
践

の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
普
及
と
赤
谷
の

自
然
を
紹
介
し
な
が
ら
、
自
然
の
恵
み
を

学
ぶ
こ
と
で
き
る
よ
う
な
教
材
の
作
成
の

た
め
、
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
「
も

の
（
物
質
）
」
や
「
こ
と
（
仕
組
み
）
」

を
探
す
こ
と
と
し
、
今
回
は
冬
の
素
材
と

し
て
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
幼
虫
探
し
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

季
節
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
素

材
と
年
間
を
通
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る

素
材
と
に
分
け
、
徐
々
に
情
報
を
蓄
積
す

る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
雪
が
溶
け
る
４
月
又
は
５
月

頃
に
再
び
現
地
検
討
会
を
開
催
し
、
異
な

る
季
節
の
素
材
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
り
、

多
様
な
要
請
に
対
応
で
き
る
環
境
教
育
用

教
材
の
完
成
に
向
け
て
取
り
組
む
予
定
で

す
。

ヤ
マ
ビ
ル
の
被
害
軽
減
に
向
け

赤
谷
の
森
で
落
ち
葉
掃
き

環
境
教
育
Ｗ
Ｇ
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
成
に
向
け
現
地
検
討
会
を
実
施

（３）平成２３年２月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８３号

赤谷の森で落ち葉掃き

体験してみることも教材作りには重要

林道脇の岩も大事な教材の一つ



日
本
一
高
く
雄
麗
な
富
士
山
の
南
麓
１

合
目
、
標
高
１
，
１
０
０
㍍
の
富
士
箱
根

伊
豆
国
立
公
園
内
に
あ
り
ま
す
「
静
岡
県

立
富
士
山
麓
山
の
村
」
は
、
平
成
元
年
に

開
所
し
ま
し
た
宿
泊
訓
練
施
設
で
す
。

全
国
的
に
も
め
ず
ら
し
い
、
学
校
教
育

法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
学
校
教
育
施
設
で

あ
り
、
青
少
年
教
育
施
設
と
は
異
な
り
ま

す
。
北
に
は
眼
前
に
迫
る
富
士
山
、
東
に

愛
鷹
山
、
西
に
南
ア
ル
プ
ス
、
南
に
は
駿

河
湾
が
一
望
で
き
ま
す
。

利
用
者
の
受
入
れ
は
４
月
か
ら
10
月
ま

で
と
し
、
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
11
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
は
、
越
冬
準
備
や
施
設
・

設
備
の
点
検
・
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

自
然
の
中
で
集
団
生
活
を
す
る
こ
と
に

よ
り
社
会
性
や
責
任
感
等
を
養
お
う
と
、

幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
が
利
用
し
て
い
ま

す
。
平
成
22
年
度
の
延
べ
利
用
者
数
は
、

３
０
，
７
７
８
人
で
し
た
。

山
の
村
は
、
活
動
エ
リ
ア
５
０
０
㌶
、

建
物
敷
地
12
㌶
の
国
有
林
の
中
に
、
18
棟

の
建
物
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
建
物
は
す

べ
て
木
造
で
、
周
辺
の
森
林
環
境
に
調
和

し
て
い
ま
す
。
利
用
者
が
宿
泊
す
る
生
活

棟
は
10
棟
あ
り
、
最
大
５
０
０
人
収
容
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
活
棟
は
ロ
ッ
ジ

風
の
個
性
的
な
形
を
し
て
お
り
、
自
炊
を

す
る
た
め
の
調
理
室
や
竈
・
暖
炉
が
あ
り
、

利
用
者
に
人
気
で
す
。
ま
た
、
利
用
者
が

荷
物
を
運
ぶ
と
き
に
は
、
リ
ヤ
カ
ー
を
使

用
す
る
の
で
す
が
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
、

楽
し
そ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
。
自
炊
や
暖

炉
等
で
使
用
す
る
薪
は
、
勤
労
体
験
活
動

で
間
伐
し
た
木
を
使
用
し
ま
す
。
薪
作
り

も
行
い
ま
す
。

山
の
村
に
は
指
導
主
事
が
配
置
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
利
用
者
が
独
自
の
活
動
計
画

を
立
案
し
、
指
導
も
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
利
用
者
だ
け
で
は
で
き
な
い
活
動

も
あ
り
ま
す
の
で
、
所
員
や
外
部
専
門
講

師
が
、
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
や
技
術
指
導
を

行
い
ま
す
。
緑
い
っ
ぱ
い
の
森
林
の
中
で

の
勤
労
体
験
活
動
や
ハ
イ
キ
ン
グ
等
の
野

外
活
動
は
、
と
て
も
良
い
思
い
出
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

利
用
者
が
安
心
し
て
自
然
体
験
活
動
を

行
う
た
め
に
は
、
環
境
整
備
や
安
全
対
策

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
霧
が
出
や
す
く
、
大

雨
が
降
る
と
地
景
が
変
わ
り
や
す
い
山
の

村
で
は
、
危
険
箇
所
の
早
期
発
見
・
改
修

の
た
め
に
、
常
に
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

点
検
は
山
の
村
活
動
エ
リ
ア
内
だ
け
で
は

な
く
、
富
士
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も

行
い
ま
す
。

野
生
の
動
物
と
出
会
い
、
鳥
の
さ
え
ず

り
を
聞
き
な
が
ら
、
国
有
林
の
大
自
然
の

下
、
集
団
生
活
を
し
な
が
ら
、
体
験
活
動

し
た
後
の
利
用
者
は
、
輝
い
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
か
ら
離
れ
、
美
し
い
自
然
の
中

で
、
友
達
と
協
力
し
て
生
活
し
、
い
ろ
い

ろ
な
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
信
を

持
つ
こ
と
が
出
来
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
た
く
ま
し
く
心
豊
か
な

人
間
に
成
長
す
る
た
め
に
、
山
の
村
で
多

く
の
感
動
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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ハイキングを楽しむ子供たち

県立富士山麓山の村 生活棟と富士山

ウォークラリーコースの点検

講師を招いての自然観察



私の勤務している松崎森林事務所は、静岡県の伊豆

半島、駿河湾側（西伊豆）と太平洋側（南伊豆）に位

置し、松崎町、西伊豆町、南伊豆町の３町を管轄して

います。

周辺には景勝地の堂ヶ島を始め、石部、岩地、雲見

海岸があり、海の透明感や景色も最高で、夏は海水浴

やサザエ祭り、海賊料理祭り、秋からは伊勢エビ祭り

等で賑わいます。また、西伊豆町の夕陽は「夕陽日本

一宣言」されているとおり、海に沈む太陽はその美し

さに圧倒されます。

当事務所では仁科峠から長九郎山周辺に位置する国

有林約2,926㌶と官行造林地約277㌶を管理しています。

長九郎山（標高995㍍）は５月から６月にかけて、２

種類のシャクナゲが咲き、登山途中に京丸シャクナゲ、

山頂付近には伊豆地域固有のアマギシャクナゲが約２

千本自生し綺麗な花を咲かせます。シャクナゲ目当て

の登山者が多く、山頂にある展望台では、シャクナゲ

と富士山を眺め楽んでいる様子が見られます。

当事務所管内の人工林率は約８割を占めていますが、

最近は、スギなどを植えてもシカによる葉や樹皮の食

害が後を絶たない状況にあります。このためシカ柵の

設置や造林木に保護資材を巻き付けて対応していると

ころですが、シカも学習能力が優れているのか、最近

では幼齢木は倒されて幹先端の樹皮まで食害を受ける

ようになってきました。

伊豆半島にはシカが約２万４千頭生息していると推定さ

れ、保護管理計画では毎年７千頭の捕獲を目標にしていま

すが、平成23年３月には県下で初めて伊豆市で「食肉加工

センタ－」が運用される予定であり、引き続き関係機関と

連携を図りつつシカ対策を講じていきたいと考えています。

また、平成22年９月３日に、静岡県知事・独立行政法人

森林総合研究所森林農地整備センター関東整備局長・関東

森林管理局長との３者による「ふじのくに静岡の森林・林

業の再生に関する覚書」が締結されました。

これに基づき、静岡県賀茂農林事務所長・静岡県水源林

整備事務所長・伊豆森林管理署長との３者により「伊豆地

域森林整備推進協定」を締結し、関東森林管理局管内で初

の取組となる「森林共同施業団地」を設定しました。

この施業団地は、下田市及び賀茂郡松崎町の県営林292

㌶、水源造成事業地110㌶、国有林156㌶の計558㌶が対象

となっており、国有林・民有林が連携して一体的に路網を

整備し林業機械の導入等を容易にすることにより効率的な

森林整備等を行っていくこととしています。

森林官として、これまで以上に地元との連携を密にして

国有林を適切に管理・運営していきたいと考えています。

（５）平成２３年 ２月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８３号

えいき

京丸シャクナゲ

被害を受けた幼齢木

西伊豆町の夕陽



筑波山は、茨城県の八溝山系の南端部に位置し、山頂部

は、西側の男体山（標高871㍍）と東側の女体山（標高877

㍍）からなる山です。

古くから、その美しい姿は「西の富士、東の筑波」と言

われ、日本百名山、日本百景に挙げられており、山頂から

は関東平野が一望でき、天気の良い日には、遠く富士山を

望むことができます。

筑波山は、都心から比較的近く、常磐自動車道、つくば

エクスプレスなどの交通アクセスも整備されています。ま

た、山頂への登山用としてのケーブルカー、ロープウェイ

があり、子供から高齢者まで容易に登山でき、下山時の登

山道沿いには、「がま岩」や「弁慶の七戻り」などの奇岩

が多くあり、登山者を楽しませてくれます。

また、麓から頂上へは多くの登山ルートがあることから、

健脚の登山者も多く訪れます。

山頂の男体山と女体山には、筑波山神社の本殿が祭られ、

中腹には筑波山神社拝殿があり、多くの参拝者が訪れてい

ます。

筑波山全体の森林概況は、東側の中腹から山頂付近までが

国有林で、西側は筑波山神社の社有林となっています。

筑波山全体の植生は、中腹まではスギやヒノキが見られ、

標高約600㍍から山頂付近までは、ブナやシデ類など広葉樹の

天然林で占められています。

また、山頂部のブナ林は、学術的にも貴重な植生として存

続させるため、茨城県等による調査が進められています。

関東平野に一つ突き出た筑波山は、茨城県における自然の

シンボルとして、また、気軽に登山が楽しめる国民の山であ

り財産です。

茨城森林管理署は、この自然を後世に残していけるように、

これからも管理・保全に努めていきたいと考えています。

（茨城森林管理署 広報広聴連絡官）

平成２３年 ２月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８３号（６）

筑波山遠景

女体山から関東平野を望む
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筑波山神社拝殿

国有林内のブナ林
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